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、
，

去
る
三
月
十
一
日
岡
崎
市
六
ッ
美
農
協
会
館
で
、

1

西
布
施
か
の
こ
ゆ
り
根
生
産
組
合
(
組
合
長
紙
谷
博
)

が
、第
三
十
七
回
中
日
農
業
賞
の
「
中
日
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
年
の
研
究
の
結
果
、
タ
バ
コ
と
ゆ
り
根

の
輪
作
に
成
功
し
、
積
雪
地
帯
に
高
度
土
地
利
用
型

農
業
を
実
現
し
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。
西
布
施
の
か
の
こ
ゆ
り
は
、
そ
の
生
産
量
全
国

一
位
で
、
す
べ
て
が
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
東
欧
諸
国
に
送

ら
れ
、
東
洋
の
幻
想
と
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

4
『
酉
布
施
地
区
の
か
の
こ
ゆ
り

h
F
完
成
し
た
舟
山
橋

。舟
山
橋
、
か
巴=-
フE

成

松
倉
小
学
校
の
裏
側
を
流
れ
て
い
る
角
川
に
、
地

区
民
待
望
の
舟
山
橋
が
で
き
あ
が
り
、
四
月
十
七
日

に
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
金
山
谷
地
区
と
対
岸
の
高
台
小
関
谷
農

道
(
幅
員
一
メ
ー
ト
ル
を
拡
幅
改
良
、
受
益
面
積
五
・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
結
ぶ
も
の
で
長
さ
二
十
三

・
七

メ
ー
ト
ル
事
業
費
千
九
百
万
円
で
五
十
二
年
度
施
工

分
が
完
成
を
見
ま
し
た
。

市
政
パ
ス
教
室

申
し
込
み
は

5
月
初
日

マ
見
学
コ

l
ス

一
般
コ

l
ス

市
役
所
↓
消
防
署
↓

百
楽
荘
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分

場
↓
経
団
漁
港
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

天
神
山
城
跡
(
昼
食
)
↓
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
水
族

館
↓
埋
没
林
自
然
博
物
館
↓
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
↓
市
役
所
(
座
談
会
)
解
散

歴
史
文
化
財
A
コ
l
ス
(小
学
校
5
・

6
年
中
学
生
対
象
)
市
役
所
↓
埋
没
林

自
然
博
物
館
↓
水
族
館
万
灯
台
↓
寓
葉

歌
碑
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
富
山
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
↓
早
月
上
野
遺
跡

↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
虎
谷
金
鉱
↓

虎
谷
部
落
(
畳
食
)
↓
角
川
ダ
ム
↓
石
の

門
↓
室
田
の
三
信
徒
の
碑
↓
稗
畠
の
焦

柿
↓
坪
野
の
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡

↓
東
化
工
片
員
川
発
電
所
↓
合
口
用
水

円
筒
分
水
器
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室
↓

高
円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

天
神
山
城
跡

(
反
省
会
)
↓
市
役
所
(

解
散
)

歴
史
文
化
財
B
コ
l
ス

(小
学
校
1

1
4
年
対
象
親
子
責
任
者
同
伴
)
市
役

所
↓
大
徳
寺
↓
経
団
漁
港
↓
小
川
寺
↓

歴
史
民
俗
資
料
保
管
室

τ歴
史
民
俗
資

料
館
↓
天
神
山
城
跡
(
畳
食
)
↓
高
円

堂
用
水
路
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室

τ合

口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
石
垣
遺
跡
↓
大

菅
王
馬
の
墓
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果

樹
分
場
↓
消
防
署
↓
水
族
館
万
灯
台
↓

埋
没
林
自
然
博
物
館
↓
市
役
所
(
反
省

会
)
解
散

@
コ
ー
ス
は
天
候
や
参
加
者
の
年
齢
な

ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

一
般
コ

l
ス

5
月
M
日
制

・
6
月

幻
日
制

・
9
月
8
日
働

-m月
6
日
幽

お
人
乗
り
四
回

文
化
財
A
コ
ー
ス

7
月
お
日
幽

・

お
人
乗
り
一
回

文
化
財
B
コ
l
ス

8
月
幻
日

ω
-

m人
乗
り
一
回

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話

番
号

・
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
等
を
記
入

の
う
え
申
し
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

住
所

・
氏
名
・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

号

・
参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿

を
提
出
し
て
申
し
込
む
。

マ
申
し
込
み
先
干
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
宮
内
線
2
3
8

マ
申
し
込
み
締
切
り

6
月
実
施
ま
で
は
、

5
月
初
日

ω

7
月

1
m月
実
施
ま
で
は
、

7
月
刊

口
凶
同
月

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
畳
食

お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。

そ
の
他
エ
ン
ピ
ツ
等
筆
記
用
具
を
持
参

す
る
こ
と
。

申
し
込
み
の
多
い
場
合
は
、
回
数
を

増
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

(2) 
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本
市
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
一

日
か
ら
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
振
動
に

つ
い
て
、
規
制
地
域
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
五

十
三
年
富
山
県
告
示
第
三
六

O
号
に
よ

る
も
の
で
す
。

マ
振
動
規
制
法
と
は

都
市
に
お
け
る
住
宅
と
工
場
の
混
在
、

工
場
等
の
機
械
施
設
の
大
型
化
及
び
建

設
工
事
の
増
加
に
伴
っ
て
発
生
す
る
相

当
範
囲
に
わ
た
る
振
動
等
に
つ
い
て
必

要
な
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
道
路
交

通
振
動
に
係
る
要
請
の
措
置
を
定
め
る

こ
と
等
に
よ
り
、
生
活
環
境
を
保
全
し
、

国
民
の
健
康
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
指
定
地
域

本
市
の
場
合
、
規
制
地
域
の
指
定
は

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域
と
し

て
決
定
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
な
さ
れ

る
も
の
で
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
国

道
8
号
線
ま
で
の
約
四
三
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
り
ま
す
。

マ
振
動
規
制
法
の
対
象
と
な
る
振
動

ア
工
場
振
動
・・・・・・
工
場
等
の
事
業
活

動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
振
動

イ
建
設
作
業
振
動
・・・
建
設
作
業
に
伴

っ
て
発
生
す
る
振
動

ウ
道
路
交
通
振
動
・
・
・
自
動
車
等
が
道

路
を
通
行
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
発

生
す
る
振
動

マ
規
制
基
準
等

規
制
対
象
は
、
工
場
、

事
業
場
等
に
設
置
さ
れ
る

施
設
の
う
ち
の
、
振
動
を

発
生
す
る
施
設
及
び
建
設

工
事
と
し
て
行
わ
れ
る
作
業
の
う
ち
、

著
し
い
振
動
を
発
生
す
る
作
業
で
あ
っ

て
国
で
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

0
特
定
工
場
に
係
る
規
制
基
準

( 第

詩型ii!ii 
域区

i是 (1)種域区 分の区

70 65 60 

且牛時後aで畳7t 嗣時か午ら. 

分区
ア ア ア

ン 〉〆 〉〆

対応す
~・ ノ、主 ノて

lレ lレ J[.， 

65 60 55 

伺5匂夜間3 4F 
規制基準る

ア ア ア

ン :;/ ン
f、4・ ~・ ~ 

jレ Jレ lレ

O
特
定
建
設
作
業
に
係
る
規
制
基
準

区第一号波 区第一号域 区分

と いえなこ趨ベルを7でデシ5地境線界重の数作量建特定股 eさ動fの大1< 

でま午時附6塑から臼午時後10 まで午断時7I型から日午時後7 聞き、時、葉σでコ

こと 趨いえな時問1を4 1 こと組えない時聞1を0 問主i
と いえなこ趨を日6;続てし且 と いえなこ趨を日6;続てし監 集時開おけにる叫附い一l 

Z搾 宅喪
奪tるHおに日暗号略臼B 

止 .1l: 

(
第
一
号
区
域
)

・
住
居
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
た
め
、

静
穏
の
保
持
を
必
要
と
す
る
区
域
、

・
商
業
、
工
業
等
に
供
さ
れ
て
い
る
区

域
で
あ
っ
て
、
相
当
数
の
住
居
が
集

合
し
て
い
る
た
め
、
病
院
、
図
書
館

等
の
周
辺
八
十
メ
ー
ト
ル
の
区
域
、

・
学
校
、
病
院
、
図
書
館
等
の
周
辺
八

十
メ
ー
ト
ル
の
区
域

(
第
二
号
区
域
)

・
第
一
号
区
域
以
外
の
指
定
地
域

マ
届
出
等
の
事
務
処
理

規
制
地
域
内
に
あ
る
法
に
定
め
る
振

動
施
設
及
び
建
設
作
業
に
つ
い
て
は
、

こ
の
指
定
に
よ
り
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
生
活
環
境
課

(
内
線
2
3
2
番
へ
)

本
市
で
は
、
四
十
九
年
四
月
二
十
日

か
ら
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
地
域
と
、

五
物
質
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、
新
た
に
三
物
質
が
追
加
に

な
り
ま
し
た
。

マ
現
在
規
制
を
受
け
て
い
る
物
質

ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
チ
ル
メ
ル
カ
ブ
タ
ン

硫
化
水
素
、
硫
化
メ
チ
ル
、
ト
リ
メ
チ

ル
ア
ミ
ン
の
五
物
質
。

マ
新
ら
し
く
規
制
を
受
け
る
物
質

二
硫
化
メ
チ
ル
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

ス
チ
レ
ン
の
三
物
質
。

マ
規
制
基
準

it缶用ata包Etfそのσ也〉 地域工業専用 pd 
(0p.p0m09 ) (0p.p0m3 ) 

メー

チlレ硫化

0.05 0.1 Jデヒドレセフアト' 

0.4 0.8 チスレ

ン

2.5 3.0 度臭気治2

マ
指
定
地
域

指
定
を
受
け
る
地
域
は
、
従
来
と
同

様
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域

内
で
す
。

相

談

案

内
魚
津
裁
判
所

五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
憲
法
週

間
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
民
主
々
義
を

基
調
と
す
る
憲
法
で
あ
り
、
民
主
々
義

は
個
人
の
自
由
を
前
堤
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
自
由
は
各
個
人
が
勝
手
気
ま

ま
に
振
る
舞
う
自
由
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
く
、
他
人
の
自
由
と
矛
盾
や
衝

突
を
せ
ず
共
存
で
き
る
限
度
に
お
い
て

承
認
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
法
は
こ
の
よ
う
な
各
個
人
の
自

由
の
共
存
を
図
る
役
目
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

裁
判
所
で
は
あ
な
た
の
身
近
に
起
こ
る

い
ろ
ん
な
問
題
上
家
庭
内
の
紛
争
、
金

銭
上
の
ト
ラ
ブ
ル
、
土
地
相
隣
関
係
、

借
地
借
家
関
係
、
交
通
事
故
に
基
づ
く

損
害
賠
償
等
ー
に
つ
い
て
手
続
上
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
午
前
九
時
ご
ろ

か
ら
午
後
四
時
ご
ろ
ま
で
の
間
に
(
月

i
金
)
気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

市
の
機
構
と
人
事
異
動

二
百
カ
イ
リ
時
代
に
そ
な
え
、
市
で

は
、
四
月
一
日
付
で
次
の
よ
う
な
機
構

改
革
と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

市
の
機
構

民
生
経
済
部
商
工
観
光
課
に
は
、

商
工
労
働
係
と
観
光
係
を
、

民
生
経
済
部

・
水
産
課
に
は
、
水
産
係

を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
ま
し
た
。

人
事
異
動

新

氏

名

建
設
部
長
高
瀬
善
一
郎

(
教
育
委
員
会
次
長
兼
総
務
課
長
)

教
育
委
員
会
次
長
兼
総
務
課
長

増
沢
米
弘
(
税
務
課
長
)

税
務
課
長
木
下
直
作

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

商
工
観
光
課
長
島
崎
健
二

(
行
政
委
員
会
事
務
局
長
)

水
産
課
長
高
瀬
宏
幸
(
会
計
課
長
)

農
政
課
長
沢
田
哲
夫
(
開
発
課
長
)

都
市
計
画
課
長
崎
川
博
臣

(
商
工
水
産
課
長
)

開
発
課
長
高
村
国
雄
(
農
政
課
長
)

会
計
課
長
平
野
一
夫

(
総
務
課
職
員
係
長
)

行
政
委
員
会
事
務
局
長
沢
崎
寛

(
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係
長
)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
滝
川
清
一

(
水
道
局
庶
務
係
長
)

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

酒
井
芳
助
(
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
)

消
防
署
長
尾
川
政
忠
(
消
防
司
令
)

都市計画事業の事業計画が次のように

変更しました。

|日

事業 名 施行期間 事業費

馬出町友道線
昭和48年 6月21日 千円

から

道路改良事業 昭和57年 3月31日
609，000 

まで

加積地区土地
昭和45年 4月 1日

から

区画監理事業 昭和54年 3月31日
1，959，000 

まで

(3) 
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勤
労
青
少
年
ホ
!
ム
は

グ
若
者
の
施
設
り
ふ
れ
あ
い
4

の
広
場
で
す

魚
津
市
内
の
会
社
、
工
場
、
商
屈
な

ど
で
働
き
、
ま
た
市
内
に
住
ん
で
い
る

二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
の
方
な

ら
だ
れ
で
も
利
用
出
来
ま
す
。
利
用
料

は
す
べ
て
無
料
で
す
。

仕
事
の
余
暇
を
利
用
し
て
あ
な
た
も

少
し
ば
か
り
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ホ
ー
ム
に
は
軽
運

動
室
、
談
話
室
、
ロ
ビ

l
、
図
書
室
、

料
理
講
習
室
、
和
室
、
集
会
室
、
音
楽

室
な
ど
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
教
養
教

室
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
行
事
の
な
か
で
新
ら
し
い
多
く
の

友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

開
館
時
間
午
後
1
時
か
ら
午
後

9
時

毎
週
日
曜
、
祝
祭
日

休

館

日

詳
し
い
こ
と
の
問
い
合
せ
は
、
勤
労
青

少
年
ホ
l
ム
E
n
1
4
3
3
0
へ

4

司
案
内
図

I
l
-
-
L
 U

口
問

一目L百
円

|
|
|
J
4
「
|
I
l
l
i
-
-ー

な
お
、
新
就
職
者
を
歓
迎
す
る
ダ
ン

ス
の
集
い
を
五
月
十
三
日

ω午
後
六
時

か
ら
当
ホ
ー
ム
に
て
開
催
し
ま
す
。

市
、
春
季
少
年
野
球

リ
ー
グ
戦
閉
幕

市
内
五
つ
の
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
、
春
・
秋
二
回
に
わ
た
り
、
リ

ー
グ
戦
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
春
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

マ
開
会
式
五
月
=
百
附
午
前
十
時

か
ら

市
営
野
球
場

マ
参
加
チ
ー
ム
住
吉
、本
江
、
経
団
、

吉
島
、
上
野
方
、
各
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
三
回
魚
津
市
オ
リ
エ
ン

テ
l
リ
ン
グ
大
会
開
催

天
神
山
周
辺
五
1
六
キ
ロ
の

コ
ー
ス

マ
日
時
五
月
二
十
八
日
制

マ
受
付
午
前
九
時
1
九
時
三
十
分
ま
で

マ
対
象
及
び
種
別

マ
会
場

11 I 11 11 徒歩 ノクイ、区分

家族組 合組i昆与 子女組 子組男
アジ ク
事Jlユ フ

ス

刷，成するテ41f浮生の子以緩で下、テイl栂の成すパ男女でる田学生議中以土まで テイlの女子梅底すパでる回学生上議中以まで テ4lの子で健画すパ易る学生簸中以まで上。
イl学生喜む中

ノf

T 

イ

の情成

T 

11 
初 中

11 
級 級

マ
申
込
み
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
(
二
人
i
四
人
)
で
編
成

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
中
学
生
以
下

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。

五
月
二
十
五
日
ま
で
申
込
み
く
だ
さ

当
日
受
付
も
し
ま
す
。

マ
申
込
み
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

当
日
の
受
付
場
所
天
神
山
市
営
球
場

横
の
観
光
ぶ
ど
う

農
園
売
庖
前
。

親
子
体
力
づ
く
り
教
室

マ
日
時

五
月
二
十
日
i
七
月
八
日
の

毎
週
土
曜
日
、
午
後
二
時
i

四
時

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
者
親
と
子
(
小
学
校
低
学
年

以
下
)

マ
定
員
二
十
五
組
(
印
人
)

マ
申
込
み
先
市
教
委
体
育
課

市
総
合
体
育
館

第
十
回
北
日
本
朝
間
野

球
魚
津
市
大
会
を
開
催

澄
み
き
っ
た
朝
の
空
気
を
腹
い
っ
ぱ

い
吸
い
こ
ん
で
、
健
康
で
明
る
い
市
民

生
活
を
願
い
、
本
年
も
次
に
よ
り
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
期
日
五
月
九
日

ωか
ら

毎
朝
五
時
五
十
分
開
始

マ
会
場
市
営
球
場
(
天
神
山
)

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
野
球
協
会

事
務
局
あ
て
に
顎
い
ま
す
。

E
M
1
7
7
6
6
 

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
開
催

五
月
十
一
日

・
十
八
日

・
二

十
五
日

・
六
月
一
日

・
八
日

・
十
五
日
・
二
十
二
日
・
二

十
九
日
計
八
回

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

マ
会
場
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
者
一
般
家
庭
婦
人

(初
心
者
の
み
)

マ
定
員
三
十
名
定
員
に
な
り
次
第

し
め
切
り

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま

た
は
総
合
体
育
館

マ
日
時

第
二
田
市
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(4) 

五
月
二
十
一
日
目
午
前
九
時

か
ら

マ
会
場
束
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
参
加
資
格
小
学
校
四

・
五
・
六
年

生
の
男

・
女

マ
代
表
者
会
議五

月
十
一
日
同
午
後
六
時

か
ら
市
総
合
体
育
館
で
、

当
日
ま
で
受
付
可
能

マ
申
込
み
先

。
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局

稲
盛
嘉
男
(
双
葉
町
)

。
市
総
合
体
育
館

マ
日
時



53年度指の学員校開放日及び
管理導きまる
雪国北陸にも春がおとずれ、いよいよスポーツのシーズ

ンがやってきました。一日の疲れをスポーツで柔げてみま

せんか。市では 、 市民の皆さんにスポーツの場として、次

のように市内の学校を開放しています。

利用希望者は体育課まで申し込み利用許可書を受取って

ください。

53年度魚津市学校体育施設開放管理指導員一覧表

校名 曜日 氏名 種 目 校名 曜日 氏名 種 目

火 保要孝三 パド、バレー、卓球 月 棚橋正富 体道、体操、剣道

西 水 島崎勝則 バレーボール 村 火 金盛功 卓球、バドミントン

木 四十内健二 パド、バレー、卓球 木 水 大沢武雄 バレーボール
音E

テニス (11月より) 木 行沢美津子 バレーボール、体操金 増垣勇

中 11 中森重勝 バレー (10月まで) 金 棚橋正富 体道、体操

土 北野孝保 卓球、バレー、パド
火 山本弘吉 パド、卓球、パスケ

西

火 福島政弘 バレーボール 布 11 坂本光張 11 

E 水 小坂明 一般(体力づくり) 施 木 大森憲一 バレーポール

木 石崎敬治 一般、バレーボール 金 畠山敏一 パド、卓球、パスケ

島
金 谷島勝 一般(体力づくり)

木 三回文雄 バレーボール片

土 大崎満男 バドミントン、卓球
貝 土 伊藤甚宰 バレー、パド、卓球

11 富居静雄 一般ノ〈レーポール

上中島
水 水口毅 卓球、レクリェー

経 水 長谷川道代 バレーボール、卓球 土 寺西忠雄 卓球、レクリェー

田 木 中山正比古 バドミントン、卓球

土 中村昌祥 卓球、レクリェー
松 土 舟林宗佳 バレー、パド、卓球

倉 11 谷口逸夫 11 

上 月 松田敬二 バレーポール
坪野

釘' 水 石川金光 パド、卓球、その他
土 清河茂雄 バドミントン、卓球

方 土 紙谷実成 バレー、卓球、レクリェー
束中フ

期毎問中日A u J3 宮

平沢邦保

行沢正信 水泳
月 大道十覚 バレーポール

{主 lレ 鎖国良平
木 松本勇 バドミントン、卓球

E 
土 高木美喜子 藤森和彦 野球、サ ッカーバレーポール

西
火

火 吉崎健治 卓球、バレー、パド
中 水 池本実 ソフト、野球

グ
道

本元幸俊 フ
木 広田宗夫 野球、サッか一、ソフト

11 11 
下 ン 金 稲盛嘉男 ソフトボール、サッカー

木 油本正男 バドミントン、卓球

土 朝野隆芳 バレー、パド、卓球
土 牧野健吉 野球、サ ッカー

0開放時間 18時00分-21時00分

第三種郵便物認可・・........昭和53年 5月1日発行広報うおづ5月号

新川ヴイーラへの

ご寄付(敬称略)

…あなたと市政をむすぷ

高岡市大野211の4
読売新聞 5部

岡本常吉上口2丁目 7-11 わかめ3.6kg

魚津市職員組合釈迦堂 食器 一 式

上市町善意銀行 上市町南町
中古浴衣40枚

魚津食糧販売企業組合

中央通リ タオル230本

江口 書 物 20冊

浜経由 ビーズはり絵壁掛

火の宮 浪曲レコード 2枚

大光寺2511
中日新聞 5音rs2か月間

北電 魚津営業所地域開 発 課 新金屋1丁目
中日新聞 3部 1か月間

杉本芳枝・楠・岩井仏田2900-47 紙細工品

若林好古堂文化町 和菓子 1箱

坂本寿 v子 富山市蓮町住吉395 衣類27点

ヱビス 屋 文化町 りんご 1箱

野沢佐一三ケ549 中古脱水機 1台

西浦 保港町3-6
カ‘ーゼ寝巻 3枚他11品

桐岡四郎文化町2-12 い ち ご 5箱

酒井 善 弘布施爪 513円

寺崎幸夫観音堂1475 100，00011 

松田良夫 江口 5，00011 

清水称生浜経 団 3，00011 

板 井 幸男本町1丁目8の19 50，00011 

村井敏雄本町2丁目4の5 3，00011 

湯上ふみ大光寺 10，00011 

新川 ウィーラ後援会 14，00011 

長谷川豊三郎

松田良夫

清水称生

越野芳枝

千田建設(捕

o月曜日、祭日は休館とする。

第
二
回
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

マ
日
時
五
月
二
十
八
日
印
刷
午
前
九
時

か
ら

マ
会
場
束
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
参
加
資
格
昭
和
十
八
年
十
二
月
三

十
一
日
生
ま
れ
ま
で
の

三
十
五
歳
以
上
の
男
子
、

ま
た
は
一
般
女
子
を
含

め
て
も
よ
い
。

マ
参
加
料
二
、
五

O
O円

マ
代
表
者
会
議
五
月
十
八
日
肘

午
後
六
時
か
ら
市
総

合
体
育
館
。
な
お
当

日
ま
で
受
付
可
能

マ
申
込
み
先

o

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局

稲
盛
嘉
男
(
双
葉
町
)

g
u
l
l
7
0
3
 

。
市
総
合
体
育
館

マ
そ
の
他
参
加
者
は
全
員
、
ス
ポ
|

ツ
傷
害
保
険
に
加
入
す
る

こ
と

六
月
の
歩
こ
う
会

六
月
の
歩
こ
う
会
は
、
四
日
、
別
…

又
谷
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚

…

津
駅
午
前
八
時
、
東
蔵
行
パ
ス
に

.

て
出
発
、
東
蔵
で
下
車
し
、
別
又
…

谷
ま
で
歩
き
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
リ

し

ま

す

。

…

参
加
者
は
、
午
前
七
時
五
十
分
…

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
…

く
だ
さ
い
。
中
食
を
持
参
の
こ
と
。
…

(5) 



第三種郵便物認可・..昭和53年 5月1日発行広報うおづ5月号…あなたと市政をむすぷ

国民l年金jヨ

国
民
年
金
の

障
害
・
団
子
(
準
由
子
〉
遺
児
・

寡
婦
年
金
を
受
け
て
お
い
で
の

方

ヘ

国
民
年
金
の
障
害

・
母
子
(
準
母
子
)

.
遺
児
・
寡
婦
年
金
を
受
け
て
お
い
で

の
方
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
毎
年
1
回

「
国
民
年
金
受
給
権
者

現
況
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

現
況
屈
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
、
三
月
支
払
の
通
知
書
と
一
緒

に
お
手
許
に
送
付
済
で
す
。

現
況
届
の
証
明
は
、
五
月
一
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
現
況
届

と
印
鑑
を
も
っ
て
、
市
役
所
の
市
民
課

窓
口
へ
お
い
で
に
な
れ
ば
で
き
ま
す
。

現
況
屈
の
提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、

九
月
の
支
払
分
か
ら
の
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
一
日
以

降
に
、
年
金
を
受
け
る
権
利
を
決
定
さ

れ
た
方
や
、
年
金
の
支
給
を
停
止
さ
れ

て
い
る
方
は
、
こ
の
届
け
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
し
た
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
の
国
民
年
金
係
(
市
役
所
内
線
2

1
7
番
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
・
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
の
特
典

年
金
制
度
は
、
国
民
皆
年
金
で
、
二

十
歳
以
上
五
九
歳
ま
で
の
人
は
、
だ
れ

も
が
ど
こ
か
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
は
、
夫
が
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
か
な
ら

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
「
任
意
加
入
」
と

い
う
。)

し
か
し
、
ほ
ん
と
う
は

H

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
。
は
早
く
国
民
年
金
に
入
っ

て
い
た
方
が
、
先
々
ひ
じ
よ
う
に
得
な

の
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
奥

さ
ん
は
奥
さ
ん
で
自
分
の
年
金
が
も
ら

え
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
う
考
え
た
の
だ
け
れ
ど
、

い
ま
か
ら
で
は
「
五
九
歳
ま
で
の
間
に

最
低
二
十
五
年
間
は
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
資
格
が
で
き
な
い
」
と
い
う
、

き
ま
り
の
二
十
五
年
間
は
、
年
齢
的
に

ム
リ
と
い
う
方
で
も
あ
き
ら
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
う
ま
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
ご
主
人
が
厚
生
年
金
あ
る

い
は
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
期
間
、

奥
さ
ん
は
ど
の
年
金
制
度
に
も
入
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
ご
主
人
と
の
婚
姻
関
係

に
あ
っ
た
期
間
が
そ
っ
く
り
奥
さ
ん
の

期
間
と
し
て
み
な
さ
れ
る
と
い
う
わ
け

で
す
よ
た
だ
し
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

以
降
の
期
間
)
。

た
と
え
ば
、
ご
主
人
が
厚
生
年
金
に

二
十
年
間
加
入
し
て
き
て
い
て
、
結
婚

し
て
も
う
十
四
年
に
な
る
奥
さ
ん
が
い

る
と
し
ま
す
。
そ
の
問
、
ど
の
年
金
制

度
に
も
加
入
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

奥
さ
ん
は
十
四
年
間
、
す
で
に
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
る
の

で
す
。こ

れ
は
任
意
加
入
で
き
た
は
ず
の
期

間
だ
か
ら
そ
う
い
う
ふ
う
に
み
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
先
の
例
で
、
奥
さ
ん
が

い
ま
三
九
歳
だ
と
す
れ
ば
五
九
歳
ま
で

あ
と
二
十
年
。
こ
こ
か
ら
新
し
く
ス
タ

ー
ト
す
る
の
で
は

「
最
低
二
十
五
年
間
」

に
は
及
び
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
十
四
年

間
が
プ
ラ
ス
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
十
一
年

(五

O
歳
)
で
条
件
の
最
低
は
満
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
の
計
算
は
、
あ
く

ま
で
も
実
際
に
保
際
料
を
納
め
た
期
間

で
し
ま
す
。

年
老
い
て
か
ら
、
年
金
を
も
ら
え
な

い
の
は
私
刊
は
り
・
:
:
:
:
と
い
う
思
い
を

な
さ
ら
な
い
た
め
に
も
、
す
ぐ
ご
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ド信
金
2
3カ
ル
ト

質
問
に
答
え
て

問

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
で
き
れ

ば
私
の
銀
行
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
し

自
動
的
に
納
め
る
よ
う
に
し
た
い
の
で

す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答

町
内
の
お
世
話
で
集
金
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
個
人
で
納
付
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
人
で
は
忘
れ
が
ち
に
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
納
め
忘
れ
は
、
ど

う
か
す
る
と
年
金
を
受
け
る
権
利
が
失

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
で
は
口
座
引
き
落
し
の
方
法
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。

お
手
数
で
し
ょ
う
が
、
あ
な
た
の
預

金
口
座
の
あ
る
銀
行
や
信
用
農
協
等
の

窓
口
で
「
国
民
年
金
の
口
座
振
替
納
付
」

の
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
お
で
か
け

の
際
は
、
銀
行
等
に
あ
ら
か
じ
め
お
届

け
の
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

(6) 

労

働

講

演

会

マ
日
時

1
5月
初
日
午
後
1
時
ぬ
分

マ
場
所

1
上
村
木
魚
津
商
工
会
議
所

マ
演
題

l
「
労
使
関
係
を
め
ぐ
る
法

内つ
l
V
I
I
I
v
.

'
h

ドレ，，
，，

，，
，
}

マ
講
師

1
京
都
大
学
教
授
片
岡
昇
氏

マ
対
象

1
市
内
の
労
働
者
、
使
用
者

マ
受
講
料

l
無
料

マ
定
員

l
百
名

マ
主
催

l
魚
津
市

マ
申
込
み

l
受
講
希
望
者
は
、
氏
名

住
所
、
職
業
ま
た
は
勤
務
先
を
商

工
観
光
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
:
:
・

納
め
忘
れ
は
な
い
か

度
確
か
め
て
下
さ
い

A
Q

フ
五
十
三
年
度
の
納
付
書
が
発
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
五
十
二
年
度
分
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
今

一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
と
図
書
館
側

一
冊
の
本
か
ら
何
か
が
・
:②

ち
か
ご
ろ
の
話
題

昭和53年 5月1日発行

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
、
家
族
揃

っ
て
自
然
に
親
し
み
た
い
月
。
連
休
の

雑
踏
や
交
通
マ
ヒ
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い

独
創
的
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ

ン
、
た
と
え
ば
、
市
が
計
画
す
る
オ
リ

エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
な
ど
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
入
門

地
図

と
磁
石
に
よ
る
森
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
健

康

・
体
力
つ
く
り
の
手
段
と
し
て
、
だ

れ
で
も
挑
戦
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

参
加
す
る
前
に
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。

五
十
一
年
に
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
表

面
化
し
て
以
来
、
日
本
を
震
揺
さ
せ
た

2
0
0
日
疑
獄
と
人
間
黒
幕
児
玉

誉
士
夫
、
小
佐
野
賢
治
の
巻
な
ど
が
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
に
入
り
、
ま
た
ま
た
金
利
の
引

き
下
げ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

頭
の
い
い
銀
行
利
用
法
、
銀
行
利
用

法
、
上
手
な
貯
め
方
・
下
手
な
貯
め
方

な
ど
、
よ
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
で
し

ょ、っ。毎
年
一
回
一
月
一
日
現
在
で
調
べ
た

…あなたと市政をむすぷ

全
国
一
万
五
千
五
百
八
十
地
点

像
の
土
地
の
価
格
を
公
示
し
て
お

棚

り
ま
す
。

ゆ

そ
れ
に
よ
る
と
、
住
宅
地
は

待
昨
年
の
平
均
を
幻
%
も
上
回
り
、

大

土
地
が
ま
す
ま
す
求
め
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
に
強
く
な
る
本
住
宅

ト
ラ
ブ
ル
解
決
法
な
ど
不
動
産
の
買
い

方
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
取
得
に
と
も
な
う
税
金
も
パ
カ

に
出
来
ま
せ
ん
。

頭
の
い
い
税
金
の
本

は
一
読
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

五
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
こ
ど

も
の
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

本
は
み
ん
な
の
お
と
も
だ
ち
一
日

一
回
読
書
の
時
間
と
標
語
や
呼
び
か
け

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
と
き
に
は
、
子

ど
も
の
本
を
読
む
の
も
た
の
し
い
も
の

で
す
。
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
ど
う
ぞ
、

こ
ど
も
の
へ
や
は
、
午
後
一
時
か
ら

五
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
一
人
三
冊
二
週
間
で
す

く
ら
し
の
戸
、
ド
パ
イ
ス

イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

あ
ざ
や
か
な
赤
い
、
甘
い
香
り
の
イ

チ
ゴ
は
、
春
の
味
覚
の
王
者
で
す
。

そ
の
イ
チ
ゴ
を
材
料
に
し
た
ジ
ャ
ム

は
、
酸
味
と
甘
味
が
マ
ッ
チ
し
、
豊
富

な
ビ
タ
ミ
ン

C
を
含
ん
で
い
ま
す
。

材
料

イ
チ
ゴ
五

0
0グ
ラ
ム

砂
糖
四

O
O
i四
五

0
グ
ラ
ム

作
り
方

洗
っ
て
、
へ
た
を
と
っ
た

イ
チ
ゴ
を
ほ
う
ろ
う
引
鍋
に
入
れ
、
木

杓
子
で
ま
ぜ
な
が
ら
煮
ま
す
。
イ
チ
ゴ

が
す
き
通
つ
で
き
た
ら
、
砂
糖
を
四
、

五
回
に
分
け
て
入
れ
、
と
ろ
り
と
す
る

ま
で
煮
ま
す
。
強
火
の
方
が
、
よ
い
色

に
出
来
上
り
ま
す
。
途
中
で
浮
い
て
く

る
泡
は
て
い
ね
い
に
す
く
い
と
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に

酔
夢
氏
等
の

「
書
」
展
示
中

こ
の
ほ
ど
歴
史
民
俗
資
料
館
に

島
崎
其
翁
、
阿
波
加
酔
夢
、
寺
崎

竹
谷
氏
等
の
書
を
展
示
し
て
い
ま

す。

関
口
弥
一
氏

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
寄
付

末
広
町
関
口
弥
一
氏
よ
り
資
料
館
創

立
五
周
年
記
念
の
施
設
備
品
代
と
し
て

百
万
円
寄
付
さ
れ
、
市
文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

.砂

な二 八

で十 (日月)
すど 三つニ 室習三 み

。も じ く (日月) じ 人J

の 三ろ で三 二五 な

へ +うノ ひ十ふ。 ど月 い

や ぷ 「 ら dヨもb冨‘: の つ
で ん エ きん お し
てf カ、 f乍 ま カ = し ょ
ら ら 」 すら ら に
き、 み 。 、せ

まこ ん 学

第
八
回
県
青
年
の

船
団
員
募
集

。
一
般
部
門
l
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国

マ
派
遣

l
十
一
月
二
日

i
十
五
日

マ
応
募
人
員

l
男
子
二
名
・
女
子

一
名

マ
応
募
資
格

l
二
十
1
二
十
九
歳

。
農
業
部
門

1
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

マ
派
遣
l
十
月
二
十
七
日
1
十
一

月
十
七
日

マ
応
募
人
員
l
男
子
一
名

マ
応
募
資
格

l
二
十
i
三
十
四
歳

マ
申
込
方
法

l
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ

マ
募
集
期
間

1
四
月
十
日
i
五
月

九
日

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委
社

会
教
育
課
宮
内
線
3
0
8
へ
ど
う

ぞ。

(7) 
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(8) 

-
小
口
事
業
資
金
利
率
を
引
下
げ

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

事
業
経
営
の
円
滑
化
を
は
か
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
小
口
事
業
資
金
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
貸
付
科
率
を

四
月
か
ら

O
、
六
%
引
下
げ
、
五
・
八
%

に
し
ま
し
た
。
融
資
希
望
者
は
、
市
役

所
商
工
観
光
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

l
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
二

十
人
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
)

以
下
の
小
規
模
事
業
者
の
う
ち
、
県

税
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

マ
融
資
条
件

・
使
途

l
運
転
・
設
備
資
金

.
限
度
額

1
四
百
万
円
以
内

・
利
率

l
年
五
・
八
%

・
期
間

l
四
年
以
内
(
据
置
な
し
、
元

金
均
等
償
還
)

・
保
証
人

1
一
名
以
上

・
担
保
H
H
原
則
と
し
て
無
担
保

・
保
証
料

l
0
・
六
%

な
お
、
独
立
開
業
資
金
(
三
十
歳
以

上
で
同
一
業
種
に
十
年
継
続
勤
務
者
で

開
業
す
る
人
)
の
貸
付
利
率
も

0
・
六

%
引
下
げ
、
年
六
・
二
%
に
な
り
ま
し

た。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
商
工
観
光

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-
連
休
の
ゴ
ミ
収
集
案
内

五
月
三
日
肘
と
五
日
幽
の
祝
祭
日
の

ゴ
ミ
収
集
(
一
般
家
庭
の
可
燃
物
)
は
、

平
常
通
り
当
日
収
集
し
ま
す
。

該
当
区
域
の
方
は
、
当
日
朝
八
時
ま
で

集
積
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
五
日

の
不
燃
物
は
六
日
に
収
集
し
ま
す
。

-
『
防
除
は
み
ん
な
で
』

グ
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

退
治
し
て
美
し
い
自
然
を
守
ろ
う
グ

緑
を
く
い
荒
す
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
で
す
。
今
年
も

緑
の
大
敵
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
防
除

は
、
と
な
り
近
所
が
共
同
し
て
行
う
と

大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
家

の
周
辺
の
樹
木
に
幼
虫
が
発
生
し
て
い

な
い
か
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
発
生
し

て
い
た
ら
次
に
よ
り
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

マ
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
切
り
取
っ
て
、

葉
の
裏
や
、
く
も
の
巣
状
の
中
に
い
る

幼
虫
を
一
ぴ
き
残
ら
ず
踏
み
つ
ぶ
す
か
、

焼
き
捨
て
る
。

⑧
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
二
回

発
生
し
て
、
一
期
に
一
ぴ
き
二
千
個
の

卵
を
四
、
五
十
カ
所
に
分
散
し
て
つ
け

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
翌
年
へ
は
「
サ
ナ

ギ
」
の
ま
ま
越
冬
し
、
五
月
の
上
、
中

旬
に
羽
化
し
て
幼
虫
と
な
り
、
か
き
、

さ
く
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
大
き
な
被
害

を
与
え
ま
す
。

マ
「
け
む
し
」
が
樹
木
全
体
に
ひ
ろ
が

っ
た
ら
、
薬
剤
撒
布
で
防
除
し
ま
す
。

防
除
時
期
は

一
回
目
が
六
月
上
旬
1
七
月
上
旬

二
回
目
が
八
月
上
旬
1
九
月
下
旬

防
除
方
法
は
、
噴
霧
機
で
け
む
し
に
か

け
る
。

①
小
さ
い
け
む
し
に
は
、

D
E
P
剤
千

五
百
倍
液

(
D
E
P
剤
百
∞
に
水
百
五

十
リ
ッ
ト
ル
)

①
大
き
い
け
む
し
に
は
、

D
E
P
剤
千

倍
液

(
D
E
P
剤
百
∞
に
水
百
リ
ッ
ト

ル
)

薬
剤
は
、
市
が
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

又
、
防
除
機
械
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
は
市
農
政
課
宮
内
線
2
8
5
へ

あ-
ゆ・

て・投
ん・網
か・
勺・

網

県
知
事
許
可
証
の
更
新
手
続

県
知
事
許
可
証
の
更
新
手
続
き
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)

五
月
八
日

1
五
月
十
三
日

二
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
旧
許
可
証

三
申
請
場
所

市
水
産
課

な
お
、
県
で
は
新
規
の
許
可
は
、
原

則
と
し
て
認
め
な
い
方
針
で
す
。

(
申
請
用
紙
は
水
産
課
に
あ
り
ま
す
。
)

特設人権相談所を開設

人権について苦情や相談ごとの

ある人は、ご利用ください。

b日時 5月12日午後 1時 -4時

b場所魚津市立図書館

b主催 富山地方法務局魚津支局

し
尿
く
み
取
り
料
金

集
金
人
の
ご
案
内

五
十
三
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数

料
の
集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
寺
田
せ
っ
。
高
橋
富
滋
栄
。
村
上

清
作
。
高
瀬
容
子
。
朝
野
松
校
。
山
城

定
一
。
北
野
伶
子
。
法
原
ち
え
子
。
作

道
昌
子
。
慶
伊
幸
枝
。
石
川
利
子
。
高

橋
美
恵
子
。
道
音
直
作
。
浜
住
洋
子
。

油
本
ふ
み
。
中
島
千
恵
子
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-
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

マ
試
験
種
目
乙
種
第
四
類
、
丙
種

マ
試
験
日
六
月
十
八
日
午
前
十
時
か

ら。
マ
場
所
富
山
大
学
教
養
部

マ
予
備
講
習
会

五
月
十
七
日
乙
種
基
礎
物
理
、
化
学

五
月
十
八
日
乙
種
法
令

五
月
二
十
日
丙
種

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
魚
津

勤
労
者
会
館
で
行
い
ま
す
。

マ
願
書
受
付
場
所
県
消
防
防
災
課
予

防
係
。

マ
受
験
願
書
受
付
期
間
五
月
十
日
か

ら
五
月
十
六
日
ま
で
。

受
験
願
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
六
月
上
旬
に
基
礎
物
理

・
化
学

(
乙
種
対
象
)
を
や
さ
し
く
解
説
す
る

特
別
講
習
会
を
開
く
予
定
で
す
。
く
わ

し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
ど
う
ぞ
。

宮

μ
1
0
2
9
5魚
津
市
消
防
署

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点
検

の
お
知
ら
せ

五
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

吉
島
地
区
四

O
O戸

(
国
道
8
号
線
よ
り
海
側
)

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
同
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

g
M
1
5
3
4
0
 

『
タ
コ
足
は
い
け
ま
せ
ん
ノ
』

一
個
の
閉
止
弁
(
元
栓
)
か
ら
、
二

台
以
上
の
ガ
ス
器
具
を
三
ツ
又
金
具
等

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
わ
ゆ
る
、
こ
れ
が

タ
コ
足
配
管
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
二

台
の
器
具
の
う
ち
片
方
で
も
都
合
が
悪

く
な
る
と
、
そ
ち
ら
の
方
へ
も
ガ
ス

が
流
れ
る
状
態
と
な
り
、
大
変
危
険
で

す
。
で
す
か
ら
、
三
ツ
又
金
具
の
使
用

を
さ
け
、
現
在
使
用
し
て
い
な
い
閉
止

弁
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
継
ぎ
直
す
か
、
あ

る
い
は
、
閉
止
弁
を
新
し
く
器
具
の
台

数
に
応
じ
て
増
説
す
る
か
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
に
は
、
必
ず
販
売
庖
に
申

し
出
て
直
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
又
、

使
用
し
な
い
で
遊
ば
せ
て
あ
る
閉
止
弁

に
は
必
ず
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
の
装
着
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
ゅ
う
び
ん
ミ
ニ
ガ
イ
ド

。
犬
害
防
止
に
ご
協
力
を

郵
便
外
務
員
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
犬
に
よ
る
配
達
途
中

の
被
害
は
、
全
国
で
一
か
月
お
よ
そ
一
、

四
O
O件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
か
ま
れ
た
り
、
と
び
っ

か
れ
た
り
し
て
け
が
を
し
た
件
数
は
四

0
0件
を
超
え
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
場
所
と
し
て
は
、
宅

地
内
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
八
割
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
宅
地
内
で
の
被
害

の
う
ち
約
七
割
が
放
し
飼
い
の
犬
に
よ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
害
の
た
め
や
む
を
得
ず
配

達
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
数

は
、
年
間
に
延
べ
て
五

O
O日
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
犬
の
た
め
に
郵
便
外

務
職
員
が
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
郵
便
物
の
配
達
が
で
き
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
犬
を

飼
わ
れ
て
い
る
御
家
庭
で
は
、
犬
を
つ

な
ぐ
な
ど
、
被
害
防
止
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

。
お
友
達
や
身
近
な
人
へ
お
便
り
を
、

手
紙
は
人
の
心
と
心
を
結
び
、
心
の

支
え
と
も
な
る
も
の
で
す
。

今
年
、
準
君
就
職
さ
れ
た
方
も
よ

う
や
く
新
し
い
生
活
環
境
に
慣
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
是
非
、

御
家
族
、
恩
師
、
お
友
達
な
ど
へ
近
況
報

告
を
兼
ね
た
お
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
家
族
や
お
友
達
か
ら
進
学
さ
れ
た

方
、
就
職
さ
れ
た
方
へ
の
励
ま
し
の
手

紙
も
喜
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
母
の
日
な
ど
に
は
、
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど
へ

、
日

10，600 

30，000 

20，000 

20，000 

4，000 

817 

10，000 

500 

300 

30，000 

3，000 

3，000 

30，000 

12，750 

50，000 
25，000 

9，615 

5，170 

15，000 

北陸中日新聞
5部 2か月分

みやとも玩具庖中尉薗り2丁目こいのぼり1組

日用大工テキスト
上村木

50冊

魚津ライオンズクラブ 古 切 手 3，247枚

川原田かずい中期配)2丁目古切手 4，000枚

50，000円

20，000 

30，000 

100，000 

50，000 

5，000 

5，330 

10，000 

4，000 

15，000 

2，500 

2，268 

桑島至基本江元町

後藤喜 久 雄 住 吉

佐竹一雄大海寺野

板井幸男本町一丁目

吉野彦一郎天神野新

田村賢治友道

中村久雄上村木

川平好子本新町

浜多 敏 子 火 の 宮 町

舛田舛男下道市営住宅

田林テル舛田

市 教 育委員会

富 山ヤクルト版売附

魚津親交会一同

大城満昭

西浦数夫

貫和 昭 一 新 角 川 一 丁目

水白 ひき 本町二丁目

新川女子高校 1年 1組

浦本一郎諏訪町 3区

窪 修一大町小学校

窪 孝之 " 
谷川修治住吉

匿名

友田道治新角川二丁目

舘 聖本町二丁目

若林久靖文化町

窪田泰治村木町

広見 弘鴨川町

本江 2区青年部

中島茂松並木町

石塚鉄男新宿

側スギノマシン総務部長

オスカー魚津庖

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
手
紙
に
託
し

て
贈
り
ま
し
ょ
う
。
魚
津
郵
便
局

-
電
気
配
線
無
料
診
断
の

お
知
ら
せ

五
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
口
一
丁
目
、
上
口
二
丁
目

住
吉
2
、
3
、
4
、
6
区

川

縁

三
ケ
、
川
原
、
弥
源
寺

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ
。

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

合

n
|
1
6
5
5

|
ニ
ニ
局
の
お
方
も

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
に
|

現
在
の
電
話
番
号
の
ま
ま
プ
ッ
シ
ュ

式
に
で
き
る
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
便
利
な
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

(
押
し
ボ
タ
ン
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
)
は
い

か
が
で
す
か
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ボ
タ
ン

タ
ッ
チ
で
、
ピ
ッ
ポ
ッ
パ
ツ

・
な
が
1
い
電
話
番
号
も
セ
ッ
ト
す
れ

ば
ボ
タ
ン
三
ツ
で

O
K

・
さ
わ
や
か
な
べ
ル
の
音
、
調
節
も
思

い
の
ま
ま

・
電
話
機
は
お
好
み
に
応
じ
た
色
(
グ

リ
ー
ン
、
レ
ッ
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
、
グ

レ
l
)
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

な
お
、
共
同
電
話
の
方
は
単
独
電

話
に
変
更
さ
れ
れ
ば
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

に
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
二
二
l

一
0
0
0番

(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

(9) 
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く亘月 ~6@

V
住
民
検
診

「
結
核
」
「
肺
ガ
ン
」
「
成
人
病
」
の

早
期
発
見
に
、
年
一
回
必
ず
受
け
ま
し

ょ、っ。
マ
検
診
日
程

命

I
結
核
検
診
に
併
せ
て
成
人
病
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

V
母
親
学
級
(
B
コ
!
ス
)

マ
五
月
十
九
日
幽

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所

1
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
そ

の
家
族

マ
今
月
の
内
容

・
映
画

1
お
産
後
の
健
康
管
理

.
歯
の
衛
生

・
実
習

1
妊
娠

・
産
じ
よ
く
の
食
事

・
講
話

1
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習

1
赤
ち
ゃ
ん
の
扱
い
方
、
衣
類

お
ふ
ろ
の
入
れ
方
、
脱
き
ゅ
う
予
防

な
ど
。

マ
畳
食
、
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

?

‘
i

マ
保
育
を
担

~
¥
¥
¥戸
ド

当
さ
れ
る
し

-
一

Q
4

ゅ
う
と
め
さ

士

R

-

ん
、
男
性
の

一
守
・
バ
角
川

参
加
も
歓
迎

宥

λ

v

し
ま
す
。

'
J
L

V
三
歳
児
検
診

マ
会
場

1
保
健
所

V
上
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)

投
与

マ
該
当
者

(
初
回
目
)
H
H
五
十
二
年
七
月
一
日
生
れ

i
五
十
三
年
一
月
三
十
一
日
生
れ

(
二
回
目

)
1五
十
二
年
二
月
一
日
生
れ

ー
五
十
二
年
六
月
三
十
日
生
れ

(
そ
の
他

)
l四
十
九
年
六
月
一
日
生
れ

i
五
十
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
ま
だ
、
二
回
飲
ん
で
い

な
い
人
。

マ
投
与
す
る
時
の
注
意

ω発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
腎
臓
疾
患
又
は
、
肝

臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。ω接

種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

小
川
下
痢
を
し
て
い
る
人
。

的
麻
し
ん
、

B
C
G
予
防
接
種
後
一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
。

ωそ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
一
時
i
一一

キ
寸マ

場
所

1
市
民
会
館

V
乳
児
検
診

マ
会
場

1
保
健
所

三
か
月
検
診
時
に
、
こ
関
節
脱
き
ゅ

う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
検
診

す
汲
一角
十
一室

清
一…静岡山
小
一J

V
V

ふ紘一議
参

一驚
議
儲
繋
一弔
後
i
th

舟
却
分
一
昭
和
的
指
向
斤

忌
ぷ
一
炉
一斗
ゑ
一
周
宇
一ーハ
一塁一一流一
容
が
一

マ
会
場

l
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
o

v西
布
施
、
松
倉
地
区
の
健
康
相
談

マ
五
月
八
日
間
川
西
布
施
公
民
館

マ
五
月
十
五
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

マ
時
間

l
午
後
一
時
i
三
時

マ
乳
児
相
談
か
ら
成
人
病
相
談
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。

マ
健
康
体
操
も
行
い
ま
す
。

V
百
楽
荘
で
の
老
人
健
康
相
談

マ
五
月
十
日
附
午
前
十
時
三
十
分
i
十

二
時

マ
内
容

l
健
康
体
操

・
個
別
相
談

マ
五
月
二
十
四
日
制
午
後
一
時
三
十
分

ー
三
時

マ
内
容

l
「
老
人
の
精
神
衛
生
に
つ
い

て
講
話
」
魚
津
緑
ケ
丘
病
院
院
長
鳴

河
先
生

・
個
別
相
談

県民技能講座
内

容
マ
五
月
二
十
七
日

ω

自
動
車
の
日
常
点
検
と

取
扱
い

マ

場

所

黒
部
市
荻
生
四

一
五

O

黒
部
高
等
技
能
学
校

マ

時

間

午
後
一
時
1
四
時

マ
申
込
み
方
法

実
施
日
の
二
日
前
ま
で

に
当
校
(
宮
臼
l
O
二

五
二
へ

マ

定

員

初
名
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
ゾ
き
ま

す
マ

対

象

マ
受
講
料

。。

無 男
料女

V
成
人
病
相
談

マ
五
月
十
日
制
五
月
二
十
四
日
制
い
ず

れ
も
午
後
一
時
i
三
時

マ
場
所

l
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端

マ
内
容

1
医
師
に
よ
る
診
察
・
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
診
料

1
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
市
生
活

環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
成
人
病
教
室

マ
五
月
二
十
三
日

ω
午
後
一
時
j
四

↓守
マ
場
所

1
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

マ
内
容

l
「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し
方
」

講
義
及
び
ス
ラ
イ
ド
(
保
健ヘ
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帳

の

普

及

と

家

内

労

働

災

害

の

防

止

」

マ

薬

品

戸

棚

一

台

l
東
部
中
学
校
備
品

を

呼

び

か

け

て

い

ま

す

。

本

江

宮

元

秀

雄

家
内
労
働
手
帳
は
、
家

内

労

働

者

の

マ

ス

テ

ー

ジ

用

バ

ッ

ク

幕

一

枚

l
西
部

権
利
を
保
護
し
、
委

託

者

と

の

無

用

な

中

学

校

体

育

館

本

江

宮

元

秀

雄

，

紛
争
を
防
止
す
る
た
め
、
工

賃

な

ど

の

マ

ま

ま

ご

と

サ

ー

ク

ル

一

式

1
西
布
施
保

委

託

条

件

を

手

帳

に

記

入

し

て

明

ら

か

育

園

備

品

西

布

施

保

育

園

保

護

者

会

に

す

る

も

の

で

す

。

マ

掛

時

計

一

台

l
青
島
保
育
園
備
品
北

し
か
し
、
家

内

労

働

者

の

中

に

は

、

鬼

江

竹

山

武

信

家

内

労

働

手

帳

を

も

ら

う

と

税

法

上

不

マ

ひ

な

人

形

一

式

l
青
島
保
育
園
備
品

利

益

を

受

け

る

と

誤

解

さ

れ

て

い

る

方

青

島

保

育

園

保

護

者

会

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
内

職

収

入

マ

二

万

六

千

円

l
住
吉
保
育
園
備
品
升

か

ら

機

械

に

要

す

る

電

気

代

、

機

械

の

方

溝

口

信

一

修
理
代
、
糸

代

な

ど

の

必

要

経

費

(

た

マ

七

万

四

千

円

l
住
吉
保
育
園
備
品
住

だ
し
工
賃
の
三

O
%程
度
ま
で
)
を
差

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

吉
保
育
園
保
護
者
会

引
い
た
「
所
得
金
額
」
が
、
所
得
税
に

ご
ざ
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)

マ
三
十
万
円

1
経
団
福
祉
セ
ン
タ
ー
備

5
月
幻
日
か
ら
幻
日
ま
で
は
家
内
労
つ
い
て
二
十
九
万
円
、
地
方
税
に
つ
い
市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

品
経
田
中
町
後
藤
と
き

働

旬

間

で

す

。

て

二

十

万

円

以

下

で

あ

れ

ば

税

金

が

か

マ

レ

コ

ー

ド

整

理

箱

一

個

1
道
下
保
育
マ
三
万
円

1
あ
け
ぴ
保
育
園
備
品
あ
け

富

山

労

働

基

準

局

で

は

、

家

内

労

働

か

り

ま

せ

ん

園

備

品

緑

町

浜

浦

幸

泰

ぴ

保

育

園

保

護

者

会

(
内
職
)
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
方
が
安
ま
た
、
内
職
を
し
て
い
る
妻
の
場
合
マ
ス
テ
ー
ジ
幕
一
式

1
東
部
中
学
校
体
マ
温
湿
度
計
二
四
ケ

l
住
吉
小
学
校
備

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
「
家
内
労
働
手
に
は
内
職
経
費
を
含
め
て
二
十
八
万
六
育
館
吉
田
工
業
側
社
長

吉
田

忠

雄

品

住

吉

石

坂

幸

吉

A
V
A
Umw
G刈内
A
E
EEAVA-h月
9
1
u
AM
Aun
A
M
M
A
G
H
H
am
33
0
&
A
V
G
m
q
n
M川
rJJ
A
X
A
M
P-
b

ト

G
m怜
O
Qmi
m
骨
K
A
V
A-い
hAhi
A

一

削

@

そ

め

メ

び

力

光

子

を

と

内

を

軟

伸

退

や

口

、
フ

あ

て

伏

ぎ

チ

ル

E

日

刊

通

じ

戸

ん

ワ

る

o

ら

く

の

汁

は

の

は

ち

る

で

メ

ガ

つ

糸

剛

パ

ル

館

K

G

第

イ

ノ

/

に

は

な

の

や

い

る

ず

つ

膜

の

シ

貝

に

ガ

い

春

戸

体

ガ

だ

と

り

パ

族

一九

竺

(

紹

シ

磯

し

き

、

サ

て

れ

だ

っ

套

色

ラ

巻

面

殻

て

は

の

個

な

れ

ノ

ギ

メ

水

砿

お

M
A司
山

内

族

三

り

茂

大

ガ

オ

ペ

ら

い

で

外

紫

フ

の

背

貝

つ

期

体

数

つ

ら

一

メ

一

つ

津

G

d
q

y

a

な
噸
糸

、
シ

戸

食

見

ガ

棒

の

ら

o

メ

物

、

た

残

卵

同

は

て

7
ウ

守

ユ

魚

抑

恥

J
U川
川

一

フ

C

尤

と

ラ

と

を

ガ

達

て

酉

か

す

戸

動

で

し

と

産

雄

シ

レ

コ

ソ

万

チ

自

記
しヨ
d

春

う

る

フ

り

メ

景

供

し

背

側

出

体

間

化

ん

雌

ラ

に

み

ミ

〕

犬

、

同

c
A

』、
F

3

l

i

l

-

-

う

産

ウ

言

ペ

シ

G

午
ワ

F
F
1
A繍
明
p

y

m
Z

竺

一

。
命

メ

波
;
九

hy--ご
わ
川
::へんf

泳
三
桜
山
滋
V
Y
M
Z

〔
忌
占

わけ

;
言
葉
器
一ど

内
務
拶
;
の
ン

ι

最

す

ア

ド

J'J、311F号
、

以

決

以

ふ
ん
の
-
八
一
u

延
長

L
J
z九
人
しし
U
1
¥

、

。

卵

キ

ル

d

o
w一
バ

ヘ

A

mw
N市
上
[
レ
向

μicdw
d
滑
花
強
~
ζ
ミ
~
、

に

る

い

メ

・

1

?

工
県

q

-

J

8
体
践
冷

¥
z
r
z
一

o
i
h
h
υ、
Juq
uhuλV
A
u
-
--G
'

い

OWG
l
a
z
-
-J
oinuAW
HY
-
u
J
G
I
i
v
y
-

婦
)

マ
六
月
七
日

ω

十
二
時

マ
場
所

l
保
健
所

マ
内
容

1
講
義
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

(
保
健
所
長
)

※
い
ず
れ
の
日
も
高
血
圧
食
の
実
習
と

試
食
。
(
栄
養
士
)
費
用
無
料

エ
プ
ロ
ン
と
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

・7
・T
-
T

・7
・T
・γ
・T
・T
・γ
・T
・T
・7
・T

午
前
九
時
三
十
分
i

内
職
を
し
て
お
ら
れ
る

み
な
さ
ん
ヘ

ヘ

千
円
未
満
で
あ
れ
ば
控
除
対
象
配
偶
者

と
な
り
ま
す
の
で
、
夫
の
所
得
に
つ
い

て
所
得
税
は
二
十
九
万
円
、
地
方
税
は

二
十
万
円
の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

な
お
、

富
山
県
で
は
、
①
フ
ァ
ス
ナ

ー
加
工
、
②
横
編
メ
リ
ヤ
ス
製
造
、

③

電
気
機
械
器
具
製
造
業
、

④
玉
軸
受
製

造
業
の
四
業
種
の
最
低
賃
金
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

5
月
一A
V

一魚
津
神
経

一江

口

3
日
一
』
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

一宮
@
1
3
4
8
6

i
1
一8
一
沢
口
内
科

一火
の
宮
町

f

f
一
白
一
医
院
一

宮
@
1
1
7
4
8

7
3
一
均
一
沢
口
外
科
一
本
江

7
E

一
任
一
医
院
一

宮
@
1
1
7
5
7

4
1
一
泊
一魚
津
緑
ケ
一
大
光
寺

l

f
一
任
一
丘
病
院
-
宮
@
1
1
5
6
7

幻
日
一
日

τ崎
医
院
一
魁
@
叶
3
6
1
9

8
1
一
0
一

E
E
-
z
-
Z
一友

道

お
日
一
回
一
晒
屋
医
院

一創
@
は
0
4
9
0

6
月
一0
一3
B
-
=
t
一
新
金
屋

日
出一同
一羽
田
医
院

一割
創
吐
0
6
4
2

(3月末現在)口人の

200，75m' 
7.9km 

12，631戸

23，694人

25，522人

49，216人

市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

。1)
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史

跡

『青
山
佐
渡
守

父
子
の
墓
』

青
山
豊
後
守

『ぼ
く
た
ち
の
学
校
』

大はそ( 町次をの造 町 越城石し城 の天ほ
と 豊 佐き堀のー墓と第し発営)生 後 にを 魚、 生青 里神場ニ
刻後イ弗後渡輿渡いを子八はしにい展にを来 のあ有津城 山 に山整の
さ守光守守隆守墓め豊四青て人たにも建信 上つし城主佐 面の備墓
れ 刺 院 の 刺院 の地 ぐ後四 山 発口のも力て 仰 杉て 、をか渡 し中のは
て史殿碑史殿碑でら守)氏展もで大を菩 心 氏は前築ら守 て腹た市
い傑従面雄従面あしのにのしふ 、い 尽提厚 に新田い魚は 建にめ内
る 山 五は 山 五はつ老墓建子はえ以にし所く 対川利た津天 て移昭住
。釈位、釈位 、た松と立孫じ、来音、と照 抗三家。城正 ら さ 和 吉
聖 下 浄下 。に向しがめ角本をまし顕 し郡の知主末 れれ五に
英行 英行 おいた天た淳 心 用た、寺 てを重行と年 て、十あ
居 前 居前 お あも保。町主ぃ地神( いお臣ーしに い山一つ
士 青 士青 わいの十 も室、方明旧 たさで万て婦 る麓年た
神山 神山 れ、で玉 城疋善産宮馬 。え魚七赴負 。布三が
儀豊儀佐 た昔 、年下 k政業の出 、津 千 任 郡 施月

l側協醐~糊~必~絡協棚田!WØ'ØÆ!棚捌妨IWØÆ!妨IW/III//I/IIÆ初WIIII///II#///I品~搬出Y崩御吻1WØ'Æ!綴W$ðÆ!醐~必WðÆ!高槻~妨IW/III//I/IIÆ眠妨i

勢舎寄れ まをのしス . ー 徒以今徒
な よにせて五す見祖い漁本 ! 砂 (':"'"面目‘ふ が 前 年 の 僕
にくたらい月。な先妥業市 マ j 写 4・・・Y:. 、はも数た
かおかれまは いが結交に -lIEi I 真 ，明岡田B- い最 、がち
とよだ、す 、 で開を渉関 編 { 長 1齢制彊 ' た 高五 少の
白いか市。五 出拓見が伍 …帽 I ~ !， - ~量産直樫司邑 そで人な学
動でと 児 善月 漁しま 、の 集 {豆 位顎写IJ う 、へく校
車い揚童銀晴 出たし三昧 ! 明 ' 警部諸討訟F で三りなは

名号Z22裂 き遣だ製旨 後 ; 君 子句、建聖書"e エ真fぞ三
号。去五努 4 2子まと、イ 記 ! ~小Jva， 2丈えそ々、
議告書写言語え晃 U A j 、~ ~ 日区生
会 威庁がさ り船 々ぴ マ ! て 生 す;

(12) 

松
倉
小
学
校
六
年

ヨム

政

日月

き
た
十
人
の
一
年
生
を
合
せ
て
六
十
九

人
い
ま
す
。

一
年
生
は
、
と
て
も
よ
く
、
ぼ
く
た
ち

の
言
う
こ
と
を
き
い
て
く
れ
る
、
よ
い

子
の
一
年
生
で
す
。

少
な
い
人
数
の
ぼ
く
た
ち
で
す
が
み

ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
勉
強
を
し
て
い
ま

す。
休
み
時
間
に
は
、
全
校
生
徒
で
野
球

を
し
た
り
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
、
か
こ
ま
れ

て
、
ぼ
く
た
ち
は
、
幸
せ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

安
全
運
転
を
守
っ
て
無
事
故
の
月
に
し

た
い
も
の
で
す

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
要
望
や
、

地
域
の
話
題
な
ど
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
連
絡
は
次
へ
ど
う
ぞ
ァ
:
:

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
二
三
八

印刷/魚津印制株式会社


